
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

※著作権法に則り、一部画像を省略

しております。ご了承ください。 

表紙 

表紙 

表紙 

図書館ニュース 

 

令和３年度 12月号 

 

発行 古川高校図書館 

担当 1-1・1-2 

（図書委員会）  

http://frame-illust.com/fi/wp-content/uploads/2016/10/9100c.png


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『風をつかまえた少年』 ウィリアム・カムクワンバ/著 

アフリカの最貧国マラウイを襲った旱魃により、ウィリアム少年は学費を払えず、中学を退

学になる。ある時ＮＰＯが作った図書室で、「エネルギーの利用」という本と出会い、独学

で風力発電を造りあげることを思いつく。マラウイ国の状況や、電気等の整備を考える上

でも役立つ本。 

 

『ご当地電力はじめました！』 高橋真樹/著 

この世にエネルギーと関係のない職業なんて一つもない。そして今、エネルギー源は化石燃

料頼りから大きな転換点を向かえようとしている。 この本では、まずエネルギーの誤解を解

くことから始まる。そのうえで、「再生可能エネルギー」を自分の町にあった形で作り出して

いる人たちを紹介し、誰もが変えることのできる問題なのだということを示してくれる。山形

県の高校生が生徒会を中心にソーラーパネルを制作し、その技術とともにモンゴルやバン

グラディッシュに届けた例なども載っています。 

シリーズ⑦ エネルギーをみんなに そしてクリーンに 

ＳＤＧｓの１７の目標に関連する本を紹介するこのシリーズ、今月はこちらの本です。 

 

11/22に学習研究社の大堀精一先生による

「小論文講座」が開催されました。（２年生） 

先生の著作本や、講座内容に関連する図書を集

めて、進路コーナーで展示しています。 

『ＳＮＳ暴力 なぜ人は匿名の刃

をふるうのか』 

          毎日新聞取材班/著 

『正義を振りかざす「極端な人」

の正体』        山口真一/著 

『小論文書き方と考え方』 大堀精一/著 

相手に伝わる文章はどうすれば書けるのか。論理

的な文章は「異
．
和感」から出発する。（「違

．
和感」

ではないところがポイント。） 物事を多面的に見

る眼を養いつつ、自分の考えを的確に他者に伝

える文章の書き方を解説する。 

『緊急提言パンデミック』 

     ユヴァル・ノア・ハラリ/著 

『おそろしいビッグデータ  

超類型 ＡＩ社会のリスク』  

山本達彦/著 

表紙 表紙 表紙 表紙 
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新型コロナがもたらしたもの 

グローバル社会 

健康かプライバシーか 

 
不安・不満の中で広がったＳＮＳ炎上問題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 書   名 著者名 出版社 出版年 

文学 
らんたん 柚木麻子 小学館 2021 

人間の絆  改版 サマセット・モーム 新潮社 2021 

図書 100万回死んだねこ 覚え違いタイトル集 福井県立図書館 講談社 2021 

歴史 ヒトラー  虚像の独裁者 芝健介 岩波書店 2021 

地理 ３６６日の美しい都市 １日１ページで探る世界の街の秘密 小林克己 三才ブックス 2021 

社会

科学 

アフガニスタンを知るための７０章 前田耕作 他 明石書店 2021 

アメリカ黒人史  奴隷制から BLM まで ジェームス・M・バーダマン 筑摩書房 2020 

自然 数理の窓から世界を読み解く 初田哲男 他 岩波書店 2021 

ｽﾎﾟｰﾂ ソフトテニス東北高校・中津川澄男メソッド「ストローク」を極める 中津川澄男 ベースボール・マガジン社 2020 

言語 デジタルで変わる子どもたち バトラー後藤裕子 筑摩書房 2021 

『おかえり台湾』 

池澤春菜・高山羽根子/著 

何十回も台湾を訪れている２人によ

る案内本。台湾の料理、文化を興味

深く紹介してくれる。食べて、見て、

知って、台湾を感じてみよう。 

『他者の靴を履く』 

ﾌﾞﾚｲﾃﾞｨみかこ/著 

多様な人が存在する社会で大切

なのは「エンパシー（共感）」。前

著『ぼくはイエローでホワイトでち

ょっとブルー』で描かれたこの考え

方をより掘り下げて紹介する。 

『月曜日の抹茶カフェ』  

青山美智子/著

「マーブル・カフェ」を訪れる「普

通」の人たちが一人ずつ短編の主

人公になってつながっていく。自分

の何気ないことば・行動が、どこか

で誰かを助けている。とても温かい

気持ちになれる小説。 

『日野原先生から看護をこころざす

人に贈る 35のメッセージ』 

 徳永惠子/編 

宮城大学の看護学部で行われた

特別講義から生まれた本。看護師

を目指す人はもちろん、これから社

会に出ていく人たちに薦めたい。 

成長し続けること、その気持ちを忘

れないこと…。 

 

『海をあげる』 

上間陽子/著 
 

私たちが「見よう」としなければ見

えない問題がある。沖縄に暮らす

著者が基地や若年出産した女性

たちの現実を静かに鋭く伝える。 

Yahoo!ニュース本屋大賞ノンフィクシ

ョン大賞受賞！ 

…その他、下記の書籍 etc 

『最強脳』 

アンディシュ・ハンセン/著 

ベストセラー『スマホ脳』の著者に 

よる書。今回は脳の知識をもとに、 

「運動」がいかに大切か、生活を快 

適に過ごすために必要かを中心に 

解説する。運動部のみなさん、読む 

とモチベーションが変わるかも!? 
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日 月 火 水 木 金 土
12/19 20 21 22 23 24 25

全校集会

26 27 28 29 30 31 1/1

3 4 5 6 7 8 9
全校集会

冬休みの図書館カレンダー 

開館時間   ８：３０～１７：００ 

→閉館日 

 保存期限の切れた雑誌を差し上げます。 

図書館入口に置きます（12/22～）ので、 

ご自由にお取りください。 

大崎市図書館で展示中 

大崎市図書館の２楷ティーンズコーナーに の

を展示しています。この企画は大崎市圏内の高

校が１ヶ月交代でディスプレイを担当するもので、今年で４年

目になります。中高生だけでなく、保護者や一般の利用者にも

好評だと図書館からうかがいました。

してます。 

☆図書委員と美術部員さんの黒板アート☆ 

☆図書委員おすすめ本読んでみて☆ 

☆クリスマスの装飾も図書委員お手製☆ 


